











 ［キーワード］…茂山千五郎狂言台本・ 『鶏猫』 ・ 『長光』 ・ 『二九十八』 ・ 『呂蓮』 ・『長光』 ・サ行イ音便
　
日本女子大学日本文学科で平成二十六年度に購入した大蔵流茂山千五
郎家の狂言台本二十七冊のうち、平成二十七年度に『千鳥』 『狐塚』 『入間川』 『末廣かり』を翻刻した
が（１）
、今回は、平成二十九年度日本語学演





































［大］是は伊豫の国の住人。高野の某です。此間某の秘蔵の猫が見へ舛せぬに依て。色〳〵尋ぬれ共。兎角行衛が知れ舛せぬ。夫に付思案を致いた事が御座る 先太郎官者を呼出し申付る事が御座（大名物呼出／常の通り） 【一オ】汝を呼出すは。別成事でも無い兼て尋ぬる。猫の行衛は何とした。 ［太］去れは其事で御座る我等も方々と詮義致舛 が今に知れ舛せいで。迷惑致し舛る。
　［大］ 夫ならば。此上は高札に立ひ。 ［太］




























御座る【二オ】 ［子］罷出為者は此當りに住居致す者で御座る。此国の守護人。御秘蔵の猫を失われ。色〳〵御尋被成るれど。兎角知れぬと有て。猫の行衛を申来る者有らば。勲功はこうに依るべしと 高札を打れたと申 扨夫に付【二ウ】御秘蔵の猫は。某の親が殺いて御座る。もし此事が。余人の口から御耳へ入たな 親子 申に不及。一門迄も迷惑致す程に此事を某が申上。此度の勲功に の命を申受ふと存る。乍去。誠か偽りか参て見ふと存る。先急で【三オ】参ふイヤ誠に も此事が誠で御座らば。某 望みを叶へてもら ふと存る イヤ参る程早是に高札が有る。 すれば誠で 。 急で此由申上ふ （案内／常通） ［太］案内とは誰そ。 ［子］高札の表に付て参た物で御座る其通り仰られて被下い。 ［太］ 其 【三ウ】 由申上ふ。暫く夫に待たしめ ［子］ 心得舛した。 ［太］申上舛る高札の表に付て 稚い者 参て御座る。 ［大］何じや高札の表に付て。稚い者が来たと言か ［太］左様で御座る。 ［大］夫は一段 事じや。早ふ是へ通せ。畏て御座る。イヤ能ふ〳〵斯通【四オ】通らしめ。［太
子］畏て御座る。 ［太］申此者で御座る。 ［大］ヤイ〳〵汝は何くの
者じや。 ［子］私は此當りの者で 大 そちは猫の行衛を知ているか。 ［子］如何にも存て居 舛る。 ［大］夫ならば何者が捕へ い

早ふ言て聞せい 何が扨【四ウ】申上舛せふが には。勲功は功に寄るべしと御座るが。若 が誠で御座らば 私の望みを叶へて被下るゝか。 ［大］何成共叶へてとらせふ 子 迚もの事に御誓言を以て承り度ふ御座る。 ［大］弓矢八幡偽り 言わぬ。早ふ言て聞せい。 ［子］夫ならは申上舛 【五オ】 ふ 此所の。 藤三郎と申 が殺いて御座る。 ［大］何藤三郎が殺いた。
 ［子］中〳〵。 ［大］言語同断悪い奴じや。すれば
碇と見届たか。 ［子］加様申上舛るからは。 は申舛せぬ。 ［大］夫ならば汝を。後日の證據に立る程にそふ心得い。 ［子］畏 御座る【五ウ】
［大］先夫へ寄ていよ。 ［子］心得舛した［大］ヤイ〳〵太郎官者。 ［太］何事で御座る。 ［大］今のを聞たか。 ［太］如何にも承て御座る。 ［
子ママ
］






にいる。 ［太］兼て御尋ねな【六ウ】さるゝ。猫の行衛が知れぬと有て。高札を立させられたれば。此所の藤三郎が殺いたと言て。証人致いた者が有に依て。急で藤三郎を召とれと仰付られたが。き奴は。日頃心得た者じやに依てすは参 ぞ懸かるぞでは【七オ】召取られまいが 何とした物で有ふぞ。 ［次］おしやる通りき奴は日頃大力な者じやに依て聊爾には召取られまいが。何とが能かろふぞ ［三］誠に何とた物で有ふぞ［太］イヤ能い事が有る。先が先へ往て案内を乞うて呼出そふ程に。和御【七ウ】料達は間合を見て縄をかけさしめ。 ［両］是 一段の調儀でおりやる。 ［太］夫ならば身共は先へ行程に。つがいの抜けぬ様 来て呉さしめ。 ［両］心得た。 ［太］必ぬ るまいぞ ぬかる事では無い。早ふ行か 心得た。 ［太］何とぞまんまと【八オ】しおふせ度い物じやイヤ参る程に早是じや 先案内を乞（案内／常通） 今来るも別成事でもおり無い。頼ふだ御方チトそなた 急な御用が有との事じや急で御出やれ。 ［仕手］何某に急の御用。 ［太］中〳〵 ［仕手］イヤ夫ならは追付て行う 【八ウ】 ［太］サア〳〵おりやれ 。 参 〳〵。扨某に急な御用とは何で有ふぞ。 ［次］が
ツメきめ。 ［仕手］何とする。 ［三］
取たぞ。 ［仕手］憎い奴の。 ［太］サア〳〵早ふ縄 懸さしめ〳〵。 ［次が
きツメ
め。 ［仕手］何とする。 ［次］何とすると言て覚が有ふ。 ［太］出か
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いた【九オ】〳〵。急いで引立ておりやれ某は申上ふ。 ［両］心得たサア〳〵行け〳〵。 ［仕手］扨も〳〵苦〳〵敷い事じや。 ［太］申上舛る。藤三郎を召取て参り舛した。 ［大］ 夫は出かいた。急で是へ連て来い ［太］畏て御座る。サア〳〵早ふ【九ウ】連て渡しめ。 ［両］心得た。 ［大］ヤイ〳〵汝は某の秘蔵の猫を殺たと言が誠か。 ［仕手］是は思ひも寄らぬ事を御尋ね被成るゝ 私は左様な猫は終に見た事も御座らぬ。 ［大］イヤ〳〵しかと汝が殺いたと言者が有つゝまずと言へ。 ［仕手］御詞を【十オ】返舛るは如何がでは御座れ共。私は曽
［カツ］
で存ませぬ。夫は定めて。人
違ひで御座ろふ。 ［太］ 是には しかな證據が有が。 夫でも知 か。 ［子］其證據には。私が立舛した。 ［仕手］ ヤア何己が申上た ［子］ 中〳〵 仕手］やあら己 憎い奴の。如何に【十ウ】稚い者じやと言て。親のとがを申上グれば。汝迄御と めの有事を知ていながら。己の口から申上げ親を此様に縄目に逢すと言事が有者か乍去此上は是非に及舛せぬ真すぐに申上せふ。 ［大］早ふ言へ。 ［仕手］何を隠し舛せふぞ【十一オ】私も。秘蔵の鶏を乞うており舛るが。此間何ヅ方からやら猫が参り。鶏 くわへて逃舛るに依て。何心無ふ打殺いて御座るが。見舛すれば承 及ふだ御秘蔵の猫で御座る。若此事が知れ舛したならば 咎めも有ふ 【十一ウ】と存じ。深く隠いて御座る 又是成者は。私の一子で御座る 親を見捨御忠節申た者で御座ろふ。殿の為 は忠の者 為に 。此子 敵で御座る。乍去加様に申上舛るからば 何卒命を助けて被下い ［大］能ふこそ【十二オ】申上たれ。乍去。汝が敵は猫にて有物を とて我等子を敵とは申ぞ。 ［仕手］是は御詞とも覚へ舛せぬ。猫の敵はにわとり。私の敵は此子ては御座らぬか。 ［大］イヤ〳〵猫の敵は汝に定た。 こを言へは時刻が移る。只一ト打にして遣
［呉］
ふ。 【十二ウ】 ［子］アヽ悲しや
先待たせられい。 ［大］何 待てとは。 ［子］此度 勲功に。親の命 助

























。 ［一同］ （一同泣） ［大］天晴孝心な者じや只一




























































































































































































































































































































































































































































 ［女］ （返す）忘れた物も無し〈ナシ〉 （返す） ［仕手］腹
も痛ふ 無けれ共〈なけれ共 （返す） ［仕手］難方身共
［じ］
やと言て此方の



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（２）坂本清恵（二〇一六） 「現代能楽の音便」 『論集』十二（３）大倉浩（一九九五） 「狂言記にみるサ行四段動詞のイ音便形」 『文藝言語研究』

言語篇
 二七
T
ypesetV
ersionsofShigeyam
aF
am
ilyK
yogenScriptsoftheO
kura
School:"K
eim
yo,""N
ikuJuhachi,""R
oren,"and"N
agam
itsu"
S
A
K
A
M
O
T
O
K
iy
oe,K
A
W
A
K
A
M
IM
ay
u
k
o,H
A
Y
A
S
H
IM
ik
i,an
d
SzilagyiA
ndrea
［
A
bstract ］
Inthe2014academ
icyear,theD
epartm
entofJapanesein
theJapanW
om
en'sU
niversityF
acultyofH
um
anitiesacquired27
volum
esofkyogenscriptsfrom
theShigeyam
aSengorofam
ilyofthe
O
kuraSchoolofthetraditionalform
ofJapanesecom
ictheaterknow
n
askyogen.T
ypesetversionshavebeenproducedoffourofthese
w
orks:"K
eim
yo,"w
hichbearsthesignatureofShigeyam
aM
asakazu
andthe"Shigeyam
aL
ibrary"seal,and"N
ikuJuhachi,""R
oren,"and
"N
ag
am
itsu
,"w
h
ich
b
earth
esig
n
atu
resan
d
sealsofS
h
ig
ey
am
a
m
em
bersandofH
ashim
otoH
aruo.
Shigeyam
aM
asakazu,w
hoisShigeyam
aSensakuIII,putthe184
kyogenw
orksthatarepresentlyintheShigeyam
aSengorofam
ily
intoorganizedorder,andlikethem
,thetextshereconstitutem
aterials
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d
ocu
m
en
tin
g
th
ek
y
og
en
w
ork
softh
eS
en
g
orob
ran
ch
ofth
e
Shigeyam
afam
ilyfrom
them
id-tolate1920s.B
ycom
parisonw
iththe
scriptsintheN
om
urafam
ilyoftheIzum
iSchool,w
hichareofthe
sam
eperiod,thescriptsintheSengorofam
ilyaredistinguishedby
them
orefrequentoccurrenceof"i"onbininthe"sa"colum
nofsounds
(eu
p
h
on
icsou
n
d
ch
an
g
efrom
"sh
i"to"i"in
w
ord
s),w
h
ich
isa
characteristicofkyogen.
［
K
ey
w
o
rd
s ］
K
y
og
en
S
crip
tsofth
eS
h
ig
ey
am
aS
en
g
F
am
ily
,
"K
eim
yo","N
ikuJuhachi","R
oren","N
agam
itsu","i-onbininthe/s/
row
"
